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犬
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注
射
乍
お
忘
れ
な
く

狂犬病の予防

6
灼
日
日
か
ら
同
日
ま
て

(一)

-
本
年
晴
第

一
問
。
一
っ
き
百
四
拾
円
。
当
日
は

狂
犬
病
予
防
注
射

一登
録
も
実
施
し
ま
す
の
で

一

を
実
施
L
ま
す
の
一
米
尚
昆
銭
犬
伏
登
鍬

ハ
登
録
一

で
犬
の
飼
育
者
は
一
料
金
三
百
円
》

の
上
注
射
一

慣
れ
な
く
件
射
を
一
ゃ
受
け
て
く
犯
さ
い
。
一

受
り
て
く
だ
さ
い
一

A
実
祢

期

日

一

A
料
令
:
枠
射
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一一
明
に

一
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お
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消
防
問
題
国
漏
に
解
決

市

長

談

を

発

表

第

7
岡
支
回
産
土
ハ
遜
会

本
年
九
月
開
催
に
決
定

繁
殖
川
十
八
カ

月
以
上

繁
殖
注
目
的
と
す
る
十
八
カ

月
以
F

役
肉
用
牛
育
成
乞
合
む

崎
明
田
岬

b
b

目
的
と
す
る
も
の

設
置
さ
れ
て
い
る
「
在
一

外
財
産
問
題
審
議
会

二

の
今
後
の
審
議
の
資
料
一

陀
す
る
た
め
に
行
、
、
も
一

φ
調
査
対
象

之
の
調
査
は
昭
和
二
十

年
九
月
二
日
以
降
、
本

邦
に
引
揚
け
、
現
在
本

⑩
調
査
。
明
閣

Z
D
調
査
は
昭
和
一一一十

一
年
六
月
十
日
か
ら
六

月
二
十
三
日
ま
で
。

⑤
調
査
衰
の
問
布
、
及
び

日提
出
先
外
資
岡
大
村
支
部
調
査

員
か
ら
間
布
を
受
け
調
一

査
員
に
提
出
す
る
。
一

の
調
査
表
提
岡
部
数
一

一
世

帯

六

部

一

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
一

隅
祉
事
務
所
へ
問
合
せ
て
一

く
だ
さ
い
。

も

一

ハ
福
枇
事
融
問
所
》
一

(
外
資
同
大
村
支
部
V

一

月

日

夜

一
実

施

場

所

一
時

i
、
1
一1
一
桧
原
王
室
庁

一

t

1

一F
一
垂
直

H
目
月

一

ー
ー
ー
十
ト
i
l
i
l
i
--
ー
一午
前
九
時
一

2
一
!

一
一
一
存
庁

一

白
一大
一

鈴
田
出
張
所

一

6
、
口
一水
一
市

役

所

一

6
、
M
一本
一
四
大
村
出
張
所

一

。
、
白
石
一
時
一
問
問
張
所

一

6
、
日
一土
大
村
保
健
所

一

問

摘

要

カ&

ら
午
後
三
時

事
品
で

九
時
か
ら
一前
記
期
日
に

正

午

ま

で
一も
れ
た
分
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(1) 6. 
3綱犬注
いでは
。引必意
いすち
て鎖
来か
て丈
〈夫
だた

同
持印
会鑑
ハ くを
大保7さお
険さ忘
衛いれ
生。左
課〈

d )御

「へ《ん叫V、~、

9 

l' 
コ
は

市

内

@
注
意
生
石
灰
は
、
雨
期
に
な
る
さ
自
然
発
火
し
て
、
火
災
の
原
因
に
な
る
こ
さ
が
あ
り
ま
す
。
保
管
、
取
扱
い
仁
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

〆「

村
保
健
所



(ニ)

月
平
均
五
千
名
い
か
治
療

(旬刊)

万
九
千
同
と
、

三
れ
主
一
在
木
市
の
国
保
事
業
に
つ

回
出
合
い
の
起
債
七
百
四

一い
て
ほ
被
保
険
者
並
び
に

十
万
四
、
及
び
厚
生
年

一療
養
担
当
者
の
御
協
力
を

金
融
資
の
一
千
万
円
、
一
い
た
ど
き
ま
し
た
御
陵
で

コ
一浦
介
院
国
県
柿
助
二
一
昭
和
二
十
七
年
単
年
度
に

十
一
万
六
千
円
、

ν
ン
一
於
て
は
殆
ん
き
赤
字
在
し

ト
グ
ジ
国
県
補
助
四
十
一
'
と
い
う
之
と
に
な
り
ま
し

五
万
円
、

一
一干
九
年
度
一
た
.
一

方
受
診
率
、
つ
ま

起
債
百
五
十
二
万
二
千
一
り
皆
さ
ま

の
利
用
度
は
年

末
年
コ
一月
大
村
市
議
会
に
対
し
、
「
国
民
健
康
保
険
事
業
を
一
時
休
問
、
合
計
二
千
六
百
万
一

々
上
昇
し
医
療
費
は
大
巾

止
さ
れ
る
様
御
考
慮
願
い
党
ど
さ
の
請
闘
が
さ
θ

れ

ま

し

た

の

で

七

千

円

は

返

納
し
泣いり

一
吃
増
加
し
て
参
り
ま
し
た

議
会
に
於
て
は
特
別
零
員
会
を
編
成
し
、

各
方
聞
に

一日
一っ
て
調

査

し

れ

ば

な

ら

ぬ

。

一が
、
三
れ
は
二
十
八
年
度

慎
重
審
議
さ
れ
た
結
果
を
四
月
二
十
七
日
の
臨
時
市
議
会
に
鹿
島
委

自
国
保
の
現
在
の
赤
字
問
一

か
ら
事
務
費
の
外
に
助
成

員
長
か
ら
報
告
が
な
さ
れ
、

当
日
の
議
会
に
於
て
も
其
剣
忙
検
討
さ
れ
、
次

百

三
十
二
万
同
は
、
そ
の
一
受
付
金
ー
と
い
フ
の
が
交
付

の
決
案
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
一
国
民
健
康
保
険
の
運

替

は

従

来

週

り

ま
h

市
の
赤
字
と
し
て
成
と
さ
れ
る
と
さ
に
な
っ
た
か

行
う
ご
と
に
在

っ
た
の
.で

あ

り

ま

す

。

存

す

る

。

三

れ

の
解
決
の

一ら
で
あ
り
ま
す。

+

+

一

の

が

四

、

二
日
に
短
縮
し
一
り
、
人
陀
依
っ
て
医
療
一
た
め
に
は
未
徴
牧
分
の
保

一
一
一
一
十
年
度
で
は
政
府
の

〔

決

案

〕

一

入

院

に

お

い

て

も

十

七

日

一

肥
関
し
て
は
、

幸
、
不一
般
料
徴
収
た
強
行
せ
ね
ば
一
補
助
金
が
約
八
百
万
円

「
右
審
査
の
給
見
請
願
一
が
十
三
日
吃
短
縮
し
て
い
一

幸
が
甚
だ
し
く
な
る
、
一
左
ら
ぬ
・

一

主
を
り
本
市
壇
民
健
康

の
趣
旨
は
妥
当
さ
認
め
難
一
ろ
こ
さ
は
、
高
慣
襲
の
金
一

乙
れ
は
時
代
逆
行

の
感一

の
本
一
事
業
を
万
一
中
止
一

保
険
事
業
費
の
さ
分
の

い
」

一商
探
入
れ
、

早
期
受
診
、

一
が
あ
る
。

一
ず
る
L
」
し
て
も
治
療
中
一
一

巴
達
し

て
泊
り
、

大

〔

理

由

〕

一

早
期
治
療
の
緒
果
で
あ
る
一

命
依
っ
て
福
祉
事
務
関
係
一

の
者
に
対
し
て
は
、
人

一

村
市

σ被
保
附
者
一

世

。
大
村
市
普
国
民
健
康
保
一

。
大
村
市
国
民
健
康
保
一
の
医
療
扶
助
費
ば
漸
増
す
一
道
上

一
時
忙
中
止
す
る
一
帯
当
り
一
千
四
百
円
と

険
事
業
は
、
市
民
の
医
療
一
険
料
は
、
県
内
他
市
町
一
る
こ
K
L
左
り
、
現
在
に
一

て
と
は
で
き
な
い
の
で
一

な
り
ま
す
。

忙
対
し
実
績
を
挙
け
て
い
一
村
忙
比
較
し
て
高
い
方
一
お
い
て
約
六
百
万
円
の
市
一
仮
に
二
カ
月
後
に
中
止
一
を
お
昨
年
七
月
.
法
の
改

る
も
の
是
認
め
る
。

一

で

は

注

い

。

一

負

担

が

さ

ら

に

瞭

犬

す

る

一

す

る
'
と
し
て
も
給
付
費
一正
が
行
わ
札
、
こ

の
補
助

川
被
保
険
者
三
万
五
千
名一

@
之
の
事
業
を
中
止
し
た

一三
と
も
考
え
ら
れ
る
。
一

さ
事
務
費
、
と
合
せ
て
約
一
金
ほ
政
府
ワ
義
務
支
出
と

の
内
、
年
聞
の
治
療
件
数
一
る
場
合
、
個
人
資
力
の
如
一
た
お
且

つ
時
様
患
者
に

し
一
五
百
万
円
を
要
す
る
三
一
在
り
ま
し
た
が
、
と
れ
は

ほ
二
十
九
年
度
忙
於
て
五
一
何
を
問
わ
や
誰
で
も
国
保
一
て
入
院
し
得
予
家
庭
療
養
一
思
わ
れ
る
が
、
徴
牧
は
一
多
年
D
待
望
が
実
現
し
た

万
二
千
吃
及
び
、
以
後
漸一

Z
依
る
医
療
費
の
約
四
倍
一
者
も
殖
え

る
結
果
と
な
る
一
到
底
尾
込
が
な
い
か
ら
一も
の
で
あ
り
ま
し
て
今
後

増
し
現
在
は
月
平
均
約
五
一
額
の
慣
行
料
金
を

一一
時
に
一
こ
と
は
緒
倭
予
防
上
、
寒
一
一

般
会
計
が
負
担
す
る
一
の
保
険
財
政
の
確
立
に
大

千
名
が
治
療
h
T

受
け
て
い
一
窓
口
で
支
払
わ
ね
ば
を
ら
一心
に
堪
え
な
い
。

一
よ
り
外
な
い
主
思
量
さ
一
き
た
力
k
た
る
も

の
と
存

為。

一
ぬ
こ
と
に
な
る
。

一

@
市
立
病
院
は
国
保
直

一

れ

る

。

一

U
ま
す
。

例
而
し
て
一
件
の
治
療
日
一

叫
そ

の

緒

果

、

資

力

乏

一

替

診

療

で

あ

る

た

め

第

一

+

+

一
政
府
に
於
て
は
、
こ
れ
を

数
忙
お
い
て
、

二
十
五
年
一
し
き
者
は
医
療
を
受
け
一

ご
期
工
事
に
与
え
ら
れ

一以
上
決
案
に
対
す
る
理
由
一
機
会
に
全
国
の
未
実
施
の

度
七
、

二
日
で
あ
っ
た
も
一

る
こ
と
が
で
き
な
く
在
一
た
補
助
額
ペ
百
四
十
一
一
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
現

一市
町
付
に
国
保
を
行
わ
せ

ー

I
n
n
-山町
H
M
I
l
l
i
l
i
-
-副副
U
H
-
-目
M
u
l
l
-
-
m
M
M
I
l
l
i
l
i
-
-
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i

f

I

L

-

-

E

h

・

一

証

票

を

添

付
し
た
け
れ
一
し
て
い
全
す
が
、

殆
ん

E
一乙
の
よ
う
在
事
情
を
御
了

種

苗

業

者

の

方

へ

一

ば
販
売
で

ま

、

保
証一

が

人

長

官

つ

け
込
ん
一
句

2
悪
質

量

子

卸

売

:

・

一

組

苗

の
品
質
を
販
売
業
一

で
の
悪
質
な
商
取
引
で
あ
一
業
者
全
飛
が
る
隙
の
左
い

登

録

番

号

の

掲

示

は

療

止

一
者
自
ら
が
保
証
し
、
安
一
り
ま
す
。

一上
う
に
十
分
注
意
し
て
く

一
生
注
種
苗
を
販
売
す
る
一
農
林
省
で
も
三
の
対
策
を
一
だ
さ
い
。
ハ
癒
済
課
〉

農
産
種
苗
O
販
売
に
当
っ
一
惇
た
ど
で
、
噂
別
に
農
林
一
よ
う
に
在
っ
て
い
ま
す
一
考
慮
中
で
あ
り
ま
す
が
、
一

て
ほ
集
種
苗
業
者
は
「
一
省
か
ら
指
定
を
受
け
た
圏
一
三
の
保
証
票
D
記
載
事
項
一

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

分
類
番
号
〈
通
稽
種
苗
業
一
苗
業
者

2フ
忙
虚
俄

C
E主
で
あ
る
か
否
か
は

一

列

車

事

攻

?

な

く

そ

、

7

農
林
省
芳
録
番
号
J

」
を
豆
惇
を
行
い
モ
の
弊
害
竺
同
法
皇
〈
検
査
を
行
う
一

-
1
2
1

底
頭
吃
掲
示
す
る
こ
と
K
一

多

い

た

め

で

あ

り

ま

す

。

一

こ

主

に

た

っ

て

お

り

ま

す

一

農

繁

期

に

は

特

に

多

い

在
っ
て
い
ま
し
た
が
、
四
一
た
お
、
農
語
種
苗
法
に
一
の
で
御
承
知
く
だ
さ
い
。
一

月
十
三
一日
か
ら
、
三
の
登
一

よ

る

保

証

種

苗

は

一

定

一

ハ

経

済
課
v

一列
車
妨
害
事
故
ば
依
然
と
一

六
月
十
五
日
ま
で
妨
害

錬
番
号
を
掲
示
し
な
い

よ
一
の
事
項
を
記
載
し
た
保
一

一
し
て
跡
を
絡
た
歩
、
列
車
一
防
止
運
動
月
剖
と
し
て

う

に

左

り

ま

し

た

。

一

・

;

一股
線
、
運
転
支
障
、
政
客
一

事
故
防
止
の
絡
誠
を
期

現
在
、
底
頭 一

運
営
は
従
来
通
り

の
…
除
…
保
…
康
一
健
…
民
一
関
…

市

民

の

欝

療

に

実

績

挙

ぐ

…
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こ
の

「
市
政
だ
よ
り
」

は
六
月
一
日
市
民
課
か
ら
送
付
し
ま
し
た
。

る
計
画
を
進
め
て
お
り
、
一
そ
し
て
国
民
健
康
保
険

長
崎
燃
で
も
強
力
に
推
進
一

の
強
制
加
入
は
昭
和
三

中
で
長
崎
、
陀
吠
保
巴
於

一

十
一二
年
か
ら
三
十
五
年

て
も
市
民
の
強
い
要
望
が
一

度
ま
で
に
実
施
し
た
い

あ
り
、
講
会
陀
於
て
も
早
一
主
言
っ
て
お
ら
れ
ま
す

念
に
実
施
す
る
よ
う
に
さ
一私
共
は
、
本
事
業
の
重
要

要
求
さ
れ
て
お
り
ま
す
ロ
一
性
に
鑑
み、

今
後
は
あ
ら

小
村
厚
生
大
臣
は
五
月
一
ゆ
る
酉
に
検
討
を
加
え
工

二
十
六
日
の
参
議
院
で

一夫
改
善
を
行
い
、
運
営
じ

社
会
保
険
の
償
充
強
化
一全
力
を
傾
注
し
て
参
る
売

に
つ
い
て
は
勤
勢
者
を
一悟
で
ご
ぎ
い
ま
す
。

対
象
と
す
る
職
域
保
険
一

何
卒
市
民
の
皆
様
方
に

ハ
健
康
保
険
d
t
c
国
民

一

於
か
れ
ま
し
で
も

一
唐

犬
衆
を
対
象
と
す
る
地
一
の
御
協
力
を
切
に
御
願

域
保
険
(
国
民
健
康
保
一
い
申
上
け
ま
す
。

険
ゾ
の
二
本
建
で
行
く
}

ハ

保

険

衛

生

課

ぜ

使
い
ま
し
て
、
当
市
陀
一

欠
陥
も
逐
弐
改
善
せ
ら
一
る
之
主
忙
決
定
さ
れ
ま

お
き
ま
し
で
も
市
民
の
一
れ
る
は
素
よ
り
保
険
者
一
し
た
。

医
療
に
欠
く
べ
か
ら
ぎ一

被
保
険
者
、
医
療
担
当
一
国
保
の
果
し
て
居
る
役
割

る
之
の
事
業
を
発
展
伸
一

者
が
そ
の
趣
意
を
諒
と
で
と
市
民
生
活
に
及
怯
す
影

張
さ
せ
ま
す
こ
?
と
が
ひ

一
せ
ら
れ
三
者
一
休
之
友
一
響
か
ら
考
え
、
誠
に
適
切

い
て
は
皆
様
の
福
祉
増
一
つ
て
の
協
力
が
必
要
と
一
在
処
置
で
あ
り
、
深
く
敬

進
忙
寄
与
す
る
之
と
が
一
せ
ら
れ
る
の
で
あ
わ
ま
一
意
を
払
っ
て
お
り
ま
す
。

で
き
得
る
の
で
あ
り
ま

一

す。

一政
府
に
於
て
も
国
民
大
衆

し
て
、
そ
の
た
め
に
は
一
宣
敷
く
御
協
力
あ
ら
ん
こ
一
の
疾
病
の
治
療
を
目
的
と

運
営
上
に
お
き
ま
す
る
一
主
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
一
す
る
国
保
繍
充
強
佑
に
つ

ド
除
、
，

一い
て
は
、
大
き
在
関
心
を

適

切

な

る

慮

量

日

深

〈

敬

意

一持
ち
、
昨
年
七
月
法
の
改

一
正
を
実
施
し
て
、
補
助
金

今
後
の
運
純
白
に
は
更
に
工
夫
努
力
一
の
義
務
支
出
を
確
立
し
、

一今
後
数
年
閣
に
国
保
を
金

大

村

市

長

大

村

純

毅

一

国

市

町

付

吃

実

施

す

る

計

一
家
揃
つ
て
僧
康
で
あ
る
一
六
カ
年
余
を
経
過
い
た
し
て
闘
で
あ
り
ま
す
。

三
、
と
が
最
大
の
幸
福
で
あ
一
ま
し
た
。
そ
の
閣
皆
様
方
一

幸

い
本
市
の
国
保
事
業

る
さ
思
い
ま
す
。

之
の
大
一
の
絶
大
な
る
御
伽
力
を
戴
一

ば
漸
く
順
調
な
る
発
展

切
な
健
康
を
守
る
た
め
に
一
き
ま
し
た
こ
と
を
衷
心
よ
一

2
7
る
吃
至
り
ま
し
た

は
病
気
に

か
h
ら
ね
予
防
一り
御
礼
申
上
一
げ
ま
す
o

一

六
乙
れ
備
え

に
被
保

怪
我
在

E
を
せ
ぬ
注
意
が
一
本
事
業
ほ
誠
陀
困
難
な
一

険
昔
、
並
び
巴
療
費
一
也

市
営
団
関
健
康
保
険
花
関
一
し
た
緒
果
、
市
民
の
医
療
一
第
一
で
あ
り
ま
す
が
、
若
一
一
聞
が
多
く
、
皆
様
方
に

一
当
の
医
舗
乃
方
々
の
御

す
る
請
願
可
先
般
の
議
一

に
対
す
る
必
要
性
じ
鑑
乏
し
不
幸
に
し
て
病
気
こ
も
い
ろ
〈
御
心
聞
を
一
今
村
齢
制

江

口

口

会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
こ
一
笠
間
の
通
・
り
継
続
さ
れ
る

一
怪
我
を
れ
長
は
す
戸
、
手
一
か
け
て
参
り
ま
し
た
よ
更
に
工
夫
を
重
ね
あ
ら
ゆ

と
は
、
既
に
市
民

の
皆
様
一
三
と
阻
な
り
ま
し
た
。

一程
K
医
日
の
号
断
を
受
け
一
半
年
三
月
被
保
険
者
。
一
る
努
力
を
煩
注
し
ま
し
て

も
御
承
知
刀
こ
と
と
存

σ一園
民
健
康
保
陰
じ
つ
き
ま
一
早
期

に
治
療
を
し
て
貰
う
一
ト
部

ω方
々
か
ら

一
時
一皆
削
の
御
期
待
に
添
う
よ

ま
す
が
、

当
請
願
じ
っ
き

一し
て
は
、
社
会
保
障
制
度
一
と
と
で
す
r

そ
三
で
空
洞
一

f
止

て

貰

い
た
い
と
一
う
致
す凪
震

で

す

ま
し
て
は
調
会
と
し
て
も
一
強
化
の
す
う
勢

t
'と
も

に
一
ゃ
、
怪
我
3
工
、
、
在
不
一
時
一

の
清
酬
が
議
会
乞
提
穿
一

・

J'

特
別
零
員
会
を
設
置
し
、
一
政
府
に
お
き
ま
し
て
も
国
一
の
出
来
事
に
備
え

る
た
め
一
さ
れ
、
議
会
に
於
て
は一
耕
一
一
一
日
間
肺
門
締

本
市
の
同
事
業
従
来
。
実
一
周
皆
保
険
を
方
針
と
し
て
一
陀
保
険
制
度
が
実
施
さ
れ
一

特
別
委
員
会
を
編
成
し

一

続
、
他
市
町
村
。
実
情
調
一
昭
和
三
十
三
年
度
ま
で
に
一
て

い
る

D
で
す
。

水
市
に
一
綿
密
な
る
調
査
研
究
を
一繍
い
致
し
ま
す
。

査
並
び
氾
関
係
者
の
意
思
一
全
国
に
亘
め
ま
し
て
実
施
一
於
て
は
昭
和
二
十
五
年
二
進
め
て
慎
重
に
去
す

一
i
p
i
l
i
-
-
i
i
j

聴
取
等
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
一
致
さ
ん
、.
と
す
る
現
欣
で
あ
一
月
か
ら
市
替
と
し
て
国
民
一
れ
た
柑
果
、
水
事
業
は
一
み
ん
な
が
園
保
て

か
ら
調
査
検
討
を
加
え
ま
一
り
ま
す

。
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健
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ぽ

険

事

業

を
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始

し

-

従
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週
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運

営

セ

続
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jパ
ゴ
鉄
遁
妨
害
授
生
件
数
一
釣
ジ

1
ズ
ン
に
入
っ

た

O
Z
τ
〈
行
さ

つ

一

あ

る

J

…
六
月
分
お
米
配
給

…一

〔
早
岐
鉄
沼
公
安
唱
管
一
で
、
も
へ
付
湾
に
舟
を
出
し

一ム
揮
偶
引
揚
援
護
局
二
底
一A
慰
凋ロ叩
つ
溢
吋
党
ぇ
、

一

内

地

米

九

日

一

一

内
(
》
内
は
門
鉄
管
一て
釣
令
す
る
人
は
、
舟
を
一
る
主
き
は
、
厚
生
得
引
揚
一
必
十
「
舞
偽
地
方
引
揚

…
指
定
外
米

-
一日

…一

内
J

一
出
す
前
に
新
城
漁
業
組
合

一
援
護
局
、
ま
た
は
日
本
赤
一
援
護
局
〈
舞
偽
市
宇
中

…

4
社
4
1
:
十
一
.
日
…
↑
A
一
線
路
妨
害
ハ
置
石
、
線
↑事
務
所
に
通
告
し
て
貰
い
一
十
字
社
か
ら
指
定
さ
れ
た
一
周
ご
と

L
、
局
内
ま

一
自
民

E
S
-
-レ
日
一
一
一

路
立
入
、
そ
の
他
)
一

た
い
さ
希
望
し
て
い
る
.

一期
限
内
に
必
や
到
着
す
る
一
で
岡
達
さ
れ
る
よ
う
な

一

希

望

配

給

五

回

一

一

一

一

一

…h
j

lリ
汁
汁
'
一
一
一
九
四
ハ
三
五

八

)

一

漁

協
で
は
遇
告
が
あ
れ
一
ょ
う
ζ

発
進
す

る
こ
と
。
一

方
法
を
と
る
こ
ぐ
』
O

…M
浅
い
以
一
山
中

J
4
w
…一ム
車
掌
弁
乱
用

一

一
ば
事
務
所
か
ら
田
川
張
り

一
引
揚
柏
市
杭
乃
前
日
に

一
宮
町
品
θ
到
着
場
所
明
白

…
ゆ
斗
崎
市
一
川
一
人
一
、

…一A
遇
信
線
切
要
件
取
二
一
を
し
て
、
突
風
な
ど
で

一

到
着
す
る
k
う
な
も
の
一
舞
鶴
、
ま
た
は
東
雄
一
鶴
川
崎

一
ijf川
川
一
川

;
l
l
;
一一

六
〈
九
四
四
v

一
釣
舟
が
遭
難
し
た
場
合
一
は
、
慰
閣
品
引
渡
し
の
一
止
と
な
っ
て
い
る
も

心
が

ー
の
禁
止
。

一

A
投
石
そ
の
他
二
一
ハ
一
は
直
ち
に
救
助
舶
を
出

一

た

め
、
必
要
ミ
す
る
9
一
あ
る

の
で
ハ
そ
の
都
度
受

③
列
車
に
投
石
、
線

路

へ

一

七

五

ぜ

一

す

こ

と

に

な

っ

て

お

り

一

ス
ト
作
成
、
そ
乃
他
主
取
り
に
行
か
ね
ば
在
ら
在

置

石

の

禁

止

。

一

企

計

一

三
=
4
(

一一一
一七
七
)
一
そ
の
た
め
に
届
凶
を
希
一
常
に
手
胡
取
る
の
で
処
一
い
て
日
通
扱
い
'
と
す
る

⑨
踏
切
を
横
断
す
る
と
き
て
}
の
内
十
四
才
来
浦
の
者
一
望
し
て
い
る
も
の
で
あ

一

理
が
困
難
で
あ
り
ま
す
一
こ
と
。
ハ
繭
祉
事
務
所
)

は
、
一
旦
停
止
後
安
全
一
二
九
人
、
千
四
才
以
上
が
一
同
い
|
い
川
順
守
一
企
慰
問
品
の
宛
先

国
保
は
継
続
に
決
定

二
者
一
体
の
協
力
が
必
要

大
村
市
議
曾
議
長

森

周
f乍

大村ポート
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